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6/23(月)～6/27（金）にクロスウェーブ府中

（東京都）において、第 19 回農業経営アドバ

イザー研修・試験を開催しました。 

研修には、約 279 名が参加し、農業簿記・

税務、農業経営診断、農業労務管理、農地、

農業マーケティング、農業問題に関する講義

を受講、6/27 には筆記試験を行いました。 

この試験に合格した方は、8/7(木)に面接試

験を行い、それに合格すると、「日本政策金融

公庫 農業経営アドバイザー試験合格者」の称

が付与されます。 

 

 

 

6/17   被災地域農業法人等復興促進事業 

（松田運営会員） 

6/17   日本政策金融公庫中堅職員研修（６次産業化）(山下） 

6/17   JA ぐんま農業融資研修（伊藤） 

7/2    青森県(第 1 回出展者ｾﾐﾅｰ)（伊藤・高田） 

7/3    青森県（輸出に関する基礎知識）（高田） 

7/4    被災地域農業法人等復興促進事業（伊藤） 

7/9    第 83 回企画運営委員会 

7/14   被災地域農業法人等復興促進事業 

（松田運営会員） 

7/14-16 宮崎県経営指導力養成研修 

（高田、（農業経営支援ｾﾝﾀｰ 大石氏、藤井氏））  

7/18   被災地域農業法人等復興促進事業（高田） 

7/23   青森県(第 2 回出展者ｾﾐﾅｰ)（高田） 

 

専門部会の動き（6 月分） 

主な活動（6/17～7/25） 

【事業化支援・販売支援③】 

農業法人が持つ経営資源を活用した事業構

想について意見交換を行いました。 

まず、本業との相乗効果が期待されるような

活用方法とすることが必要であるなどの意見

が出されました。 

今後は、農業法人から具体的な要請があれば

部会でもアイデアを出し合い実現に必要な主

要論点の洗い出しと具体的な対応策を検討し、

事業構想として肉付けすることを予定してい

ます。 

 

 

農業経営ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ研修・試験開催  

【人材育成】 

 ７～８月に開催される宮崎県での普及員向

け経営指導力養成研修についての報告と、とち

ぎ農業ビジネススクールの来年度事業につい

て意見交換を行いました。 

 県内のしくみを活かせる内容にすることや、

農業者の計画実現のフォローをする立場の県

職員にもプランづくりの研修を受講していた

だくなどの意見が交わされました。 

【事業化支援・販売支援①】 

 南相馬農業復興プロジェクトの現状進捗に

ついての報告とコスト削減の検討方法につい

て意見交換を行いました。 

コスト削減は、部会の進め方、検討テーマにつ

いて協議を行い、目的を生産コストの削減に関

する提言としました。 

今後は、①稲作と②施設農業（施設野菜栽培）

についてそれぞれ半年ずつ協議し、コスト分析

や機械の共同利用など複数テーマを設定して、

部会のメンバー内で役割分担を行いつつ検討

していきます。 

【事業化支援・販売支援②】 

 「わさび」関連商品の販路拡大について検討

を行いました。 

現在の販売先は、高級旅館や料亭があるが、

現状の高額路線を維持しつつ、今後の販路拡大

の展開について以下のような意見が出されま

した。 

①販売戦略→単体販売ではなく、他のブランド

化されている商品との抱き合わせ販売。 

②商品パッケージ→他との差別化がなく、贈答

用としての工夫が必要。 

③販売ターゲット→県内寿司店舗や高級料亭

限定でシェアを上げる。和食ブームによる海外

展開の再確認。 

次回は、柑橘生産者の販路開拓について検討を

行います。 

http://www.j-pao.org/
https://www.facebook.com/JPAO.JPAO.JPAO
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拝
啓 

髙
木 

勇
樹 

様 

 

初
夏
の
風
に
肌
も
汗
ば
む
頃
と
な
り
、
本
格
的
な
夏
の
足
音
が
聞

こ
え
始
め
て
き
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
前
回
高
木
様
が
制
度
、
政
策
は
国
民
が
需も

と

め
る
こ
と
に
よ

り
確
実
に
変
わ
る
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
の
は
、
私
も
本
当
に
そ
の
通

り
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
時
に
は
変
わ
る
の
を
待
つ
だ
け
で
は
な

く
、
自
ら
も
変
え
る
の
だ
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
な
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
本
当
に
意
義
の
あ
る
も

の
に
し
て
い
く
為
に
も
、
産
、
学
、
官
が
し
っ
か
り
と
連
携
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

今
後
全
国
的
に
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
の
土
地
利

用
型
農
業
の
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
誰
が

農
地
を
守
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
企
業

の
参
入
な
の
か
、
は
た
ま
た
新
規
就
農
者
に
任
せ
る
の
か
・
・
・ 

 

昨
今
、
中
間
管
理
機
構
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
地
域
農
業
の

担
い
手
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
最
大
限
に
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
専
業

農
家
と
し
て
、
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
地
域
の
気
候
風
土
を
最
大

限
生
か
し
、
効
率
よ
く
、
よ
い
農
産
物
を
安
定
的
に
生
産
し
続
け
ら

れ
る
様
な
農
業
の
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。 

 

ま
た
、
土
地
の
問
題
と
い
う
の
は
地
域
の
特
徴
が
色
濃
く
反
映
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
地
元
の
人
が
核
と
な
り
そ
の
集
落
、 

地
域
、
市
町
を
担
う
の
が
一
番
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
で
は
な
い
か
と
私

は
考
え
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
地
域
を
担
っ
て
い
く
農
業
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、
五
年

後
、
十
年
後
、
二
十
年
後
の
事
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
自
己
の
利
潤

の
追
求
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
事
も
考
え
利
他
の
心
を
忘
れ
ず
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

ま
す
ま
す
の
酷
暑
に
お
身
体
を
崩
さ
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
ど
う
か
自
愛

専
一
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

敬
具 

平
成
二
十
六
年
六
月
吉
日 

 

木 

須 

栄 

作 
(

き
す 

え
い
さ
く) 

 

一
九
八
〇
年 

佐
賀
県
伊
万
里
市
生
ま
れ 

 
 

 

二
〇
一
三
年 

秋
田
県
立
農
業
短
期
大
学
卒
業 

 
 
 
 
 
 

卒
業
後 

佐
賀
県
の
農
業
法
人
に
て
一
年
間
研
修 

二
〇
一
四
年 

実
家
（
フ
ェ
ル
マ
木
須
）
に
就
農 

 

 今回は、木須栄作氏（佐賀県、フェルマ木須）と  

当機構理事長の髙木勇樹との往復書簡２回目です。  

後列中央が筆者 

往復書簡 

http://www.j-pao.org/
https://www.facebook.com/JPAO.JPAO.JPAO
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拝
復 

木
須 

栄
作 

様 

 

沖
縄
で
は
特
別
警
報
ま
で
出
さ
れ
た
台
風
八
号
の
影
響
は
い
か
が

で
し
た
か
。
む
し
む
し
と
暑
い
梅
雨
の
後
は
酷
暑
の
夏
到
来
で
す
が
、

君
は
若
さ
で
乗
り
越
え
て
い
か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

私
が
申
し
上
げ
た
か
っ
た
の
は
、
正
に
自
ら
も
変
え
る
意
識
を
持

ち
、
現
場
で
国
民
が
需も

と

め
る
こ
と
を
実
践
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
制

度
・
政
策
（
シ
ス
テ
ム
）
は
追
随
す
る
＝
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

産
学
官
連
携
も
、
皆
さ
ん
方
現
場
の
国
民
の
需も

と

め
る
こ
と
の
実
践
が
成 

功
の
カ
ギ
を
握
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

土
地
利
用
型
農
業
の
最
大
の
課
題
は
ご
指
摘
の
通
り
「
農
地
」
で
す
。

農
地
は
利
用
さ
れ
て
は
じ
め
て
そ
の
価
値
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
論
を
ま
ち
ま
せ
ん
し
、
農
地
法
制
も
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
ま

す
。
で
も
耕
作
放
棄
地
が
滋
賀
県
一
県
分
位
の
面
積
に
な
っ
て
い
る
の

は
何
故
で
し
ょ
う
。 

 

農
地
は
農
業
に
と
っ
て
経
営
資
源
で
あ
る
だ
け
で
な
く
食
料
を
産

み
出
す
国
民
共
有
の
資
源
と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
と
す
る
と
、

農
地
を
農
業
上
利
用
す
る
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
れ
ば
誰
に

で
も
利
用
出
来
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
利
用
し
な

く
な
っ
た
時
の
対
応
は
厳
し
い
も
の
に
し
て
お
く
こ
と
は
当
然
で
す
。

そ
し
て
農
地
は
ご
指
摘
の
通
り
「
地
域
」
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
出
来

な
い
も
の
で
す
か
ら
、
地
域
と
の
関
係
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

 

一
方
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
申
し
上
げ
た

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
十
年
後
、
二
十
年
後
も
視
野
に
入
れ
、 

農
地
が
確
実
に
農
業
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
の
に
最
も

良
い
シ
ス
テ
ム
は
何
か
。
私
は
今
の
農
地
法
制
、
更
に
は
中
間
管
理
機

構
も
含
め
た
シ
ス
テ
ム
で
は
遠
か
ら
ず
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
本
当
の
大
改

革
（
変
化
）
が
必
要
と
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

木
須
さ
ん
、
君
の
こ
れ
か
ら
の
役
割
は
、
こ
の
解
を
求
め
続
け
る
こ

と
で
す
。
絶
対
こ
れ
で
大
丈
夫
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常

に
現
場
を
見
据
え
、
深
化
、
進
化
さ
せ
る
努
力
を
続
け
て
下
さ
い
。 

 

毎
年
こ
の
往
復
書
簡
を
読
み
返
し
、
変
化
を
検
証
し
て
見
て
下
さ

い
。 

敬
具 

平
成
二
十
六
年
七
月
吉
日 

   

髙 

木 
 

勇 

樹
（
た
か
ぎ 

ゆ
う
き
） 

一
九
四
三
年 

群
馬
県
生
ま
れ 

一
九
六
六
年 

東
京
大
学
法
学
部
卒
後
農
林
省
入
省
。
食
品
流
通
局
砂
糖 

 
 
 
 
 
 

類
課
長
、
大
臣
官
房
企
画
室
長
な
ど
を
経
て
、
食
糧
庁
管 

 
 
 
 
 
 

理
部
長
、
畜
産
局
長
、
大
臣
官
房
長
、
食
糧
庁
長
官
な
ど 

 
 
 
 
 
 

歴
任
。 

一
九
九
八
年 

農
林
水
産
事
務
次
官
、
二
〇
〇
一
年
退
官 

二
〇
〇
二
年 

㈱
農
林
中
金
総
合
研
究
所
理
事
長 

二
〇
〇
三
年 

農
林
漁
業
金
融
公
庫
総
裁
、
二
〇
〇
八
年
同
公
庫
退
任 

二
〇
〇
七
年 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
プ
ロ
農
業
総
合
支
援
機
構
副
理
事
長 

 

現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
プ
ロ
農
業
総
合
支
援
機
構
理
事
長
な
ど
の
立
場
か
ら
、
わ
が
国

農
業
・
農
村
の
活
性
化
、
食
の
問
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
に
尽
力
。 

 

 

http://www.j-pao.org/
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J-PAO Press 
 

 

 

会員紹介 

弊社は、月刊誌「料理王国」の出版を軸とし様々な「食」に関連する事

業を行っています。 

月刊誌「料理王国」は１９９４年創刊以来一貫して文化としての「食」を

見つめ、料理人が真に求める情報をいち早く伝える情報誌を目指してき

ました。料理人は常に食材や素材に関心を持ちアンテナを張り、素材動

向や食材生産地の現状にも興味を持っています。一方、安心・安全な食

品を作り続ける作り手の方々はモノづくりにこだわりを持つほどに時間や

手間がかかり、営業やプロモーションにも苦手意識を持つ方が多く、素晴

らしい食材や商品の価値を伝えきれていないと感じています。 

J-PAOの会員として、「食」に関する専門的な視点で最先端の情報をリ

サーチし食のプロに提供するとともに、生産者の食材の価値や魅力を引

出し伝えていくお手伝いができればと考えております。 

株式会社 CUISINE KINGDOM 

〒107-0062 東京都港区南青山 4-16-16 カルム南青山 401 

TEL：03-6434-9721  FAX：03-3478-4578  URL：http://www.cuisine-kingdom.com/ 

事業内容：月刊誌「料理王国」編集・発行 
 

株式会社ファームステッド 

本社 〒080-0011 北海道帯広市西 1 条南 9 丁目 1-1-3F 

東京事務所 〒160-0004 東京都新宿区四谷 4-13-31-3F 

TEL：0155-67-5821  FAX0155-67-5821  URL：http://farmstead.jp 

事業内容：デザイン・ブランディング・コンサルティング 

 株式会社ファームステッドは、第一次産業を活性化することを１番の目標に掲

げるデザイン・ブランディングカンパニーです。北海道と東京を拠点とし、地方特

有の細かなニーズと、都会のトレンドの双方を把握し、生産者のシンボルマーク

や６次産業化対応のパッケージデザイン、商品開発、新しい販路を開拓するた

めのブランドづくりなどを行っています。「地方にこそデザインのチカラを！」をコ

ンセプトに、北海道から九州、沖縄まで、全国において活動しています。 

地方にこそデザインが必要です。日本という国は、地方・地域が集まって出来

ています。これからの時代、地方の独自性をアピールして行くことが海外への戦

略として有効だと考えています。そのために、地方のデザインを高めていく活動

が重要です。原料供給基地にとどまることなく高付加価値を創出する地域へ。

それぞれの地域ブランドをデザインから発信することで、地域の食ブランドの発

展、地域産業の振興に貢献し、それぞれの「安心安全」「おいしさと感動」を消

費者に提供していきたいと考えています。加えて、首都圏や海外の消費者に対

する加工品を通じた「地域＝食」を PR し、交流人口の拡大を目指し、それぞれ

の地域ブランドのイメージアップを目指していきます。 

会員の方々を順次ご紹介させていただきます。  

ご協力のほどよろしくお願いします。  

http://www.j-pao.org/
https://www.facebook.com/JPAO.JPAO.JPAO

